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淀回回懲詞扨丿９

武者行列勇しく

　　「城下町・王生」を象徴する゛武者行列､、が、10

月22日、城址公園東□を出発レ壬生大通りに巣ま

った大勢の見物客の中を練り歩きました。

　そもそも武者行列は積雲神社の例祭で、鳥居家の

祖・鳥居元雲公をしのんで行われた行事でしたが、

今回町制施行百周年を記念レ30年ぶりに菌茫、稲

井町長を大将とした１４０名からなる前備え、本陣、

後備え、女武者、少年隊の俗眼は、昔の武者からを

思わせる勇往ないでたちで行進しました。
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100周年を契機に新たな町づく

　
明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
に
壬
生
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
で
百
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
町
で
は
、
町
制
施
行
百
周
年
を
町
民
と
共
に
祝
い
、
来
た

る
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
新
た
な
る
飛
躍
の
年
に
し
よ
う
と
、
記
念
式
典
を

十
一
月
三
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
県
、
町
関
係
者
、
並
び
に
姉
妹
都
市

水
□
町
関
係
者
な
ど
、
約
六
百
三
十
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
福
井

町
長
が
、
「
百
同
年
を
ス
テ
ッ
フ
と
し
、
町
総
合
振
興
計
画
を
基
調
に
、
町

民
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
町
の
各
分
野
に
お
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
万
［
マ

に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
百
周
年
目
の
赤
ち
ゃ
ん
戸
崎
聡
美
ち
ゃ

ん
（
安
塚
）
に
は
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
論
文
・
最
優
秀

作
品
の
出
井
均
さ
ん
（
中
央
町
）
と
記
念
作
文
・
最
優
秀
作
品
の
中
川
幸
洋
君

あいさつする楯井町長

（
安
塚
小
三
年
）
、
黒
川
慎
哉
君
（
壬
生
中
三
年
）
に
賞
状
が
贈
ら
れ
、
記
念

論
文
の
最
優
秀
作
品
は
冊
子
で
出
席
者
全
員
に
配
布
さ
れ
、
記
念
作
文
の
最

優
秀
の
二
名
は
会
場
で
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
場
を
城
址
公
園
に
移
し
て
、
え
の
き
の
記
念
植
樹
が
町
長
・
議

長
に
よ
り
行
わ
れ
た
後
、
六
美
町
出
身
の
木
村
博
氏
デ
ザ
イ
ン
で
、
互
い
に

肋
け
合
い
な
が
ら
現
在
と
未
来
を
見
つ
め
る
㈲
と
目
を
表
現
し
た
と
い
う
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
、
そ
し
て
、
現
在
の
町
の
様
子
を
記
録
し
た
写
真
集

や
文
献
な
ど
六
十
五
点
を
収
納
、
五
十
年
後
に
開
封
す
る
タ
イ
ム
カ
フ
セ
ル

の
埋
設
式
が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
に
関
係
者
一
同
を
集
め
て
、
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
ガ
催
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。

表彰状並びに感謝状を受賞された方々
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